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兵
庫
・吉
田
南
遺
跡

１

所
在
地
　
　
　
神
戸
市
重
水
区
玉
津
町
吉
田

２

調
査
期
間
　
　
一
九
七
六
年
（昭
５．
）
？
七
九
年

３

調
査
機
関
　
　
士
山
田
片
山
遺
跡
調
査
会

４

調
査
担
当
者
　
田
辺
昭
三

５

遺
跡
の
種
類
　
官
衡
跡

・
集
落
跡

６

遺
跡
の
年
代
　
弥
生
ｉ
平
安
時
代

７

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

吉
田
南
遺
跡
は
、
明
石
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
部
を
流
れ
る
明
石
川
の
西
岸
に
位

置
す
る
。
遺
跡
は
海
岸
か
ら
約
ニ
キ
ロ
北
上
し
た
沖
積
平
野
の
一
角
を
占
め
、

西
方
は
吉
田

・
片
山
丘
陵
に
よ
っ
て
画
さ
れ
て
い
る
。

一　
一
九
七
六
年
か
ら
七
九
年
に
か
け
て
、
神
戸
市
玉
津
環
境
セ
ン
タ
ー
の
建
設

工
事
に
伴
う
事
前
調
査
と
し
て
当
地
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
が
、
そ
の
結
果
、

二
万
四
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
調
査
対
象
地
内
か
ら
、
輸
生
、
苗
墳
、
飛

鳥
、
奈
良
、
平
安
各
時
代
の
遺
構
が
、
大
量
の
遺
物
を
伴

っ
て
検
出
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
、
奈
良
後
半
期
か
ら
平
安
初
期
に
か
け
て
の
遺
構
は
、
掘
立
柱
建

物
跡
三
四
棟
、
井
戸
跡
、
大
溝
な
ど
で
あ
る
。
据
立
柱
建
物
跡
の
中
で
、
家
屋

と
み
ら
れ
る
も
の
は

一
九
棟
あ
り
、
廂
を
も
つ
も
の
、
柵
を
伴
う
も

の
が
あ

る
。
ま
た
、　
一
五
棟
は
総
柱
の
建
物
で
、
い
ず
れ
も
倉
庫
跡
と
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
建
物
群
は
、
大
溝
を
は
さ
ん
で
東
西
二
群
に
分
か
れ
る
が
、
西
群

は

一
〇
棟
の
倉
庫
跡
を
ふ
く
む
計
二
七
棟
を
か
ぞ
え
、
し
か
も
、
ほ
ぼ
真
南
北

線
を
軸
と
し
て
規
則
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
西
群
の
建
物
跡
の
範
囲
は
発
掘

地
か
ら
さ
ら
に
西
方
へ
の
び
る
模
様
だ
が
、
既
存
施
設
が
あ

っ
て
調
査
で
き
な

か

っ
た
。

掘
立
柱
建
物
に
伴
う
遺
物
と
し
て
は
、
須
恵
器
、
土
師
器
の
ほ
か
に
陶
硯
二

〇
点
以
上
、
銅
銃
、
銅
製
猷
足
、
金
銅
製
帯
金
具
、
刀
子
、
土
錘
や
飯
蛤
壺
な

ど
の
漁
具
、
木
器
各
種
な
ど
が
あ
る
。

当
遺
跡
出
土
の
木
簡
五
点
は
、
い
ず
れ
も
西
群
の
建
物
跡
の
東
北
方
を
西
北

西
か
ら
東
南
東
に
む
か
っ
て
流
れ
る
小
河
川
中
か
ら
出
土
し
た
。
小
河
川
の
堆

積
土
は
数
層
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
本
簡
は
す
べ
て
奈
良
後
半
期
の
遺
物
を
伴

う
第
四
層
中
か
ら
発
見
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
共
伴
遺
物
か
ら
、
西
群
の
建
物
跡

と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
本
簡
出
土
地
点
付
近
で
、
橋
梁
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
が
、
こ
の
遺
構

も
、
遺
物
群
や
木
簡
と
同
年
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
層
位
的
検
討
の
結
果

明
ら
か
に
な
っ
た
。
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木
簡
の
釈
文

・
内
容

０
　

名
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江
里
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□
在
飯
十

一
石
此
干
飯
定
在
林
妬
臥
科

・

俵
二
斗
入
　
　
　
　
　
　
　
Ｌ

。「　
　
　
　
　
　
　
　
，取
敷
韓
坐
二
石
二

Ч斗
四
「オ
眈
対
碑
噺
升一騨
件
伽Φ×
Φ
Φｐ

〔伴
力
〕

鴨
郡
□
郡
□
　
　
　
□
　
□

②
　
・
五
ハ
日□
□
□
□
大
回
郡
□
海
国

〔者
力
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
里
力
〕



大澪

I

韓

=al彎 井戸

尋    

西郵地区

I 

｀
キ
iキ

I::H

醐
奈良俄+―
平安前期の流路

吉田南遺跡遺構略図

軍こ
長
阻
疑稼
一一一期
欧麺眈敬
米
収郭
則湘聯□二升
又□

骨
中
力
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ω
不
力
〕
　
　
　
　
（Ｈ
∞
囀
）
Ｘ
ヽ
Ｎ
×
、
ｏ
６
ｏ

名
十
月
〔町
昨
□
火
□
万
呂
．印
が
六
十
回
　
　
正
□
×

静
万
呂
対

一
回
力

一
回
四
□
　
持
□

「
□
□
□

一
□
七
□
　
□
対
七
日
四
回
　
□
□
八
十
七
□
□
×

（示
υ

ｘ
∞
∞
×
ω
⇔
む

回
□
□
七
十
七
□

×

国
人
廿
三
□
　
力
四
□
三
□
」
　

　

　

　

　

（じ
×
§
）溢
忌

ハ田
辺
昭
三
）


